
石川県立美術館だより
第414号 平成30年4月1日発行

初代大樋長左衛門　《飴釉獅子香炉》

「茶道美術名品選Ⅰ」より

■  名物裂と茶道美術

■  茶道美術名品選Ⅰ

◦ 第74回現代美術展

◦ 企画展Topics「美の力」

◦ 今年度開催の展覧会

◦ 平成29年度の展覧会をふりかえって

◦ 展覧会回顧「加賀藩の美術工芸」「写真と幻想」

◦ 友の会バスツアー参加者募集
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加
賀
藩
祖
・
前
田
利
家
と
、
嫡
子
で
二
代
藩
主
・
利
長
は

千
利
休
か
ら
茶
の
湯
を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
裏
千
家

四
代
仙
叟
宗
室
は
三
代
利
常
か
ら
五
代
綱
紀
に
仕
え
て
お

り
、
加
賀
藩
主
・
前
田
家
は
千
家
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
小
堀
遠
州
や
金
森
宗
和
ら
有
力
茶
人
と
の
交

流
を
と
お
し
て
、
前
田
家
は
独
自
の
茶
道
文
化
を
主
導
し

ま
し
た
。
そ
の
特
徴
は
茶
の
湯
を
広
く
奨
励
し
た
こ
と
で

あ
り
、
家
臣
の
み
な
ら
ず
町
人
、
職
人
も
茶
の
湯
を
た
し
な

み
、
高
い
美
意
識
が
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
伝
統
は
今
日
ま
で
連
綿
と
継
承
さ
れ
て
お
り
、
当
地

に
は
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
茶
道
美
術
の
逸
品
が
数
多
く

集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
は
、
四
月
二
十
一
日
か
ら
始
ま
る
企
画
展

「
美
の
力
」に
関
連
し
て
、
館
蔵
品
・
寄
託
品
の
中
か
ら
企
画

展
に
出
品
さ
れ
な
い
名
品
を
選
ん
で
展
示
し
ま
す
。
一
例

と
し
て
、
絵
画
で
は
久
隅
守
景
の《
四
季
耕
作
図
》（
浅
野
家

本
）が
注
目
さ
れ
ま
す
。
中
国
風
俗
に
よ
り
な
が
ら
も
、
本

作
に
は
季
節
と
と
も
に
生
活
す
る
人
々
の
表
情
が
、
多
少

の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
豊
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
伝

統
的
な
画
題
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
独
自
性
を
発
揮
し
て

ゆ
く
か
と
い
う
課
題
に
対
す
る
守
景
の
一
つ
の
回
答
と
し

て
、「
美
の
力
」に
展
示
さ
れ
る
重
文
の《
四
季
耕
作
図
》と
合

わ
せ
て
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

守
景
が
金
沢
で
活
躍
し
た
時
代
は
、
楽
・
長
次
郎
を
始
祖
と

す
る
一
入（
楽
家
四
代
）の
高
弟
・
大
樋
長
左
衛
門
が
、
楽
焼

の
技
術
を
仙
叟
の
指
導
の
も
と
に
新
た
に
展
開
し
、
大
樋

焼
と
し
て
意
欲
的
な
作
品
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
時
期
に

あ
た
り
ま
す
。
こ
う
し
た
当
地
ゆ
か
り
の
個
性
的
な
芸
術

家
の
競
演
も
、
本
展
の
見
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

名
物
裂
と
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
の
元
・
明
・
清
の

時
代
に
製
織
さ
れ
、
鎌
倉
や
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
中

期
に
か
け
て
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
染
織
品
で
す
。
そ
の
種

類
は
金
襴
・
緞
子
・
間か
ん

道と
う

を
中
心
に
、
錦
・
風ふ
う

通つ
う

・
印
金
・
モ
ー

ル
・
更
紗
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
舶
載
の
当
初
は
高
僧

の
袈
裟
や
武
将
の
衣
服
、
能
装
束
、
あ
る
い
は
寺
社
の
帳

や
打
敷
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
茶
道
の
興
隆
と
と

も
に
、
書
画
の
表
装
裂
や
名
物
茶
道
具
の
仕
覆
と
し
て
、

優
れ
た
鑑
識
眼
を
も
つ
茶
人
た
ち
に
よ
っ
て
賞
玩
さ
れ
、

舶
載
裂
は「
名
物
裂
」
と
し
て
そ
の
美
的
価
値
が
確
立
さ

れ
、
や
が
て
、
そ
の
価
値
基
準
は
、
一
寸
四
方
が
単
位
と
さ

れ
る
ま
で
に
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
田
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
、
そ
の
質
・
量
と

も
に
優
れ
た
名
物
裂
は
、
三
代
藩
主
利
常
が
寛
永
十
四
年

（
一
六
三
七
）、
当
時
唯
一
の
海
外
へ
の
窓
口
と
な
っ
て
い

た
長
崎
へ
、
家
臣
を
目
利
き
と
と
も
に
遣
わ
せ
、
買
い
求

め
さ
せ
た
も
の
が
そ
の
中
心
で
す
。
利
常
の
美
意
識
に
は
、

他
の
大
名
の
追
随
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
名
物
裂
収
集
に
も
そ
う
し
た
想
い
が
明
確
に
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
金
襴
を
中
心
と
し
て
緞
子
、
間
道
、

モ
ー
ル
な
ど
二
十
八
点
を
展
示
し
ま
す
が
、
染
織
品
は
美

術
工
芸
品
の
な
か
で
も
最
も
脆
弱
な
も
の
で
あ
り
、
保
存

公
開
の
原
則
に
よ
り
短
期
間
の
展
示
公
開
と
な
り
ま
す
。

《
玳
皮
盞
天
目
茶
碗（
梅
花
天
目
）》
や《
古
瀬
戸
茶
入　

銘

孫
六
》な
ど
の
茶
道
具
と
合
わ
せ
て
、
前
田
家
の
美
の
力
の

一
端
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

《西湖図》　狩野興以筆 《一重蔓牡丹唐草文様金襴》

第2展示室

3月26日（月）～4月15日（日）　会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

名
め い

物
ぶ つ

裂
ぎ れ

と茶道美術茶道美術名品選Ⅰ



BIJUTSUKAN DAYORI  No .4143

企画展Topics

4月21日（土）～5月20日（日）　会期中無休

3
月
29
日
（
木
）
〜
4
月
15
日
（
日
）
　
会
期
中
無
休

　石川県立美術館開館35周年・金沢美術倶楽部創立100周年

美 の 力

　

美
に
殉
じ
た
千
利
休
の
気
魂
は
茶
弟
で
加
賀
藩
祖
・
前
田
利
家
以
後
の

文
化
観
を
方
向
付
け
、
前
田
家
は
戦
略
的
姿
勢
か
ら
江
戸
幕
府
に
対
し
て

文
化
に
よ
る
地
域
の
独
自
性
を
打
ち
出
し
、
名
品
の
収
集
や
美
術
工
芸
の

振
興
な
ど
様
々
な
政
策
を
展
開
し
て
、
今
日
に
至
る「
加
賀
百
万
石
」の
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
時
代
以
降
の
石
川

県
、
金
沢
市
の
文
化
振
興
を
牽
引
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
た
の
が
実
業

家
・
数
寄
者
や
美
術
商
で
し
た
。
本
展
は
国
宝
四
点
、
重
要
文
化
財
三
十
四

点
を
含
む
、
茶
道
美
術
を
中
心
と
し
た
逸
品
の
数
々
約
百
四
十
点
を
通
し

て
、「
美
の
力
」が
当
地
の
個
性
を
確
立
し
て
い
っ
た
道
程
を
再
発
見
す
る
も

の
で
す
。
さ
ら
に
今
回
は
金
沢
美
術
倶
楽
部
の
共
催
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
展

覧
会
の
形
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
秘
蔵
の
逸
品
が
数
多
く
展
示

さ
れ
ま
す
。
ま
さ
に
百
年
に
一
度
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
こ
れ
ら
逸

品
の
奇
跡
の
邂
逅
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
講
演
会　

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

講
師
：
熊
倉 

功
夫
氏

　
　
　

（
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
館
長
）

日
時
：
平
成
三
十
年
四
月
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
～
午
後
三
時

演
題
：
「
前
田
家
と
茶
の
湯
」

聴
講
無
料
、
先
着
二
〇
〇
名

■
主
な
展
示
作
品

国
宝　

古
今
集　

巻
第
十
九
残
巻
（
高
野
切
） 

前
田
育
徳
会
蔵

国
宝　

墨
蹟　

山
門
疏　

無
準
師
範
筆 

五
島
美
術
館
蔵

国
宝　

賢
愚
経
残
巻
（
大
聖
武
）
伝
聖
武
天
皇
筆 

巻
第
九　

前
田
育
徳
会
蔵

国
宝　

古
今
集
（
清
輔
本
）　

伝
藤
原
清
輔
筆 

前
田
育
徳
会
蔵

重
文　

曜
変
天
目
茶
碗　

前
田
家
伝
来 

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
蔵

重
文　

白
磁
蓮
華
文
輪
花
鉢　

前
田
家
伝
来 

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵

重
文　

黒
楽
茶
碗　

銘 

青
山　

楽　

道
入
作 

樂
美
術
館
蔵

重
文　

色
絵
月
梅
図
茶
壺　

野
々
村
仁
清
作 
東
京
国
立
博
物
館
蔵

重
文　

山
水
図
襖　

長
谷
川
等
伯
筆 

圓
徳
院
蔵

石
川
県
文　

黒
楽
茶
碗　

銘 

北
野　

長
次
郎
作 

石
川
県
立
美
術
館
蔵

　

昭
和
二
十
年
十
月
に
第
一
回
展
が
開
催
さ
れ
た
現
代
美
術
展
は
、
本
年
七
十
四

回
展
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、
文
化
勲
章
受
章
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
、
人
間
国

宝
を
は
じ
め
、
多
く
の
実
力
作
家
を
生
み
出
し
、
そ
の
成
果
は「
美
術
工
芸
王
国

石
川
」と
し
て
大
き
く
花
開
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
所
属
会
派
を
超
え
て
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
の

六
部
門
か
ら
、
石
川
県
美
術
文
化
協
会
会
員
ら
の
秀
作
に
、
一
般
公
募
か
ら
の
入

賞
・
入
選
者
の
意
欲
作
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

◆
部　

門　

　

洋
画
（
第
７
・
８
・
９
展
示
室
）

　

彫
刻
（
第
３
展
示
室
）

　

工
芸
（
第
４
・
５
・
６
展
示
室
）

　

金
沢
21

世
紀
美
術
館
で
は
、
日
本
画
・
書
・
写
真
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

◆
入
場
料
（
金
沢
21

世
紀
美
術
館
と
共
通
）

一　

般

大
高
生

中
小
生

当　

日

一
、
〇
〇
〇
円

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

前
売
り

　

 

九
〇
〇
円

五
〇
〇
円

四
〇
〇
円

団　

体

　

 

八
〇
〇
円

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

　

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

◆
作
品
解
説　

会
期
中
、
作
品
解
説
を
行
い
ま
す
。

第
３
～
９
展
示
室

第
74
回 

現
代
美
術
展

重文《茄子茶入　銘富士》

前田育徳会蔵
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平
成
三
十
年
度
は
三
つ
の
企
画
展
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

春
の
企
画
展
は「
美
の
力
」。
当
館
の
開
館
三
十
五

周
年
と
金
沢
美
術
倶
楽
部
創
立
百
周
年
を
記
念
し
た

も
の
で
、
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
、
金
沢
21

世

紀
美
術
館
の
企
画
も
あ
わ
せ
て
三
館
で
同
時
開
催
し

ま
す
。
前
田
利
家
に
は
じ
ま
る
加
賀
文
化
を
再
考
し
、

明
治
時
代
以
降
の
数
寄
者
や
美
術
商
の
活
動
も
振
り

返
り
名
品
に
投
影
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
思
い

を
た
ど
り
ま
す
。

　

秋
は
、「
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ 

︱
伝
統
と
革
新
︱
」を
行

い
ま
す
。
日
本
伝
統
漆
芸
展
と
当
館
の
三
十
五
周
年

を
記
念
し
た
展
観
で
す
。
近
代
漆
芸
の
歩
み
を
た
ど

る
も
の
で
、
日
本
工
芸
会
漆
芸
部
会
の
設
立
に
寄
与

し
、
こ
こ
ま
で
の
歴
史
を
作
り
上
げ
て
き
た
作
家
の

ほ
か
、
現
代
の
作
家
も
紹
介
し
ま
す
。
展
示
で
は
人

間
国
宝
の
名
品
か
ら
若
手
の
意
欲
作
ま
で
幅
広
く
ご

覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
春
一
月
に
は「
石
川
近
代
美
術
の
一
〇
〇
年
」
を

開
催
し
ま
す
。
石
川
県
の
近
代
美
術
の
歩
み
を
、
明

治
期
、
大
正
・
戦
前
期
、
戦
後
か
ら
平
成
の
三
部
構

成
で
た
ど
り
ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
の
開
館
か
ら

三
十
五
年
に
わ
た
る
収
集
成
果
を
示
す
と
と
も
に
、

当
館
の
歩
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
展
覧
会
で
す
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
は
特
別
陳
列
と
し
て
、

前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
で「
前
田
家
の
名

宝
」「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
」
を
行
い
ま
す
。《
広
田
社

二
十
九
番
歌
合
》《
入
道
右
大
臣
集
》
な
ど
国
宝
を
公

開
の
予
定
で
す
。
古
美
術
部
門
で
は
、「
よ
み
が
え
っ

た
文
化
財
」
と
し
て
二
十
九
年
度
の
石
川
県
文
化
財

保
存
修
復
工
房
の
修
復
実
績
を
紹
介
し
ま
す
。
近
現

代
美
術
で
は
工
芸
で
漆
皮
の
研
究
を
行
っ
た
新
村
撰

吉
を
は
じ
め
、
正
倉
院
や
伊
勢
神
宮
の
宝
物
に
学
ん

だ
作
家
を
取
り
上
げ
る「
漆
皮
︱
近
代
の
文
化
財
修

復
と
伝
承
︱
」、
絵
画
で「
静
謐
な
る
世
界
︱
日
本
画

家 

仁
志
出
龍
司
︱
」
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
の
企
画

と
し
て
夏
休
み
親
子
で
楽
し
む
美
術
館
は「
ア
ー
ト

de

動
物
大
集
合
」、
十
一
月
に
は「
東
京
国
立
近
代
美

術
館
工
芸
館
名
品
展
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

染
織
・
人
形
・
ガ
ラ
ス
・
金
工
な
ど
の
名
品
が
紹
介
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
企
画
展
示
室
で
は
当
館
企
画
の
展
覧
会
に
加

え
、
主
催
に
加
わ
る
共
催
展
と
し
て
六
月
に「
若
冲
と

光
瑤
」
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
絵
師
伊
藤
若
冲

と
、
そ
の
画
業
に
魅
せ
ら
れ
た
石
崎
光
瑤
を
取
り
上

げ
、
近
世
と
近
代
を
代
表
す
る
花
鳥
画
家
の
優
品
を

紹
介
す
る
も
の
で
す
。「
生
誕
二
二
〇
年　

広
重
展
」

は
七
月
の
開
催
で
す
。
東
海
道
五
十
三
次
で
知
ら
れ

る
歌
川
広
重
の
全
国
各
地
の
名
所
絵
な
ど
主
要
な
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
本
年
は「
日
展
」「
院
展
」は
じ
め
二
十
六
の

展
示
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
石
川
県
立
美

術
館
の
展
覧
会
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

石川県文《 黒楽茶碗　銘北野》　長次郎作

「美の力」

松田権六　《鷺蒔絵棚》

「URUSHI ―伝統と革新―」

広島県立美術館蔵

吉田三郎　《波》

「石川近代美術の100年」

平成30年度も

当館の展覧会をお楽しみください
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平
成
二
十
九
年
度
は
、
話
題
の
多
い
一
年
で
し
た
。

六
月
に
皇
太
子
殿
下
が
石
川
県
を
行
啓
さ
れ
、
当

館
の
付
属
施
設
で
あ
る
石
川
県
文
化
財
保
存
修
復

工
房
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
に
は
の
べ

五
十
二
日
間
の
会
期
で「
21

世
紀
鷹
峯
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
行
わ
れ
、
百
年
の
ち
の
工
芸
を
考
え
る
様
々
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
館
は
中
核
館
と
し
て
八
つ

の
展
覧
会
を
は
じ
め
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
制

作
体
験
な
ど
十
五
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
一
年
に
あ
っ
て
、
一
階
の
企
画
展
示
室
で

は
三
十
一
の
展
覧
会
、
二
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室

で
は
特
別
陳
列
・
特
集
展
示
な
ど
三
十
六
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
館
主
催
の
企
画
展
は
三
回
。
春
に
石
川
県
文
化

財
保
存
修
復
工
房
の
設
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て

「
よ
み
が
え
っ
た
文
化
財
」、
秋
は
日
本
画
家
石
崎
光

瑤
を
中
心
と
し
た「
燦
め
き
の
日
本
画
」、
新
春
一
月

に
は
木
村
雨
山
と
二
塚
長
生
の
友
禅
を
紹
介
す
る

「
森
羅
万
象
を
ま
と
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
詳
細
は

こ
れ
ま
で
の
美
術
館
だ
よ
り
に
掲
載
の
展
覧
会
回
顧

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
は
、
前
田
育
徳
会
尊
經

閣
文
庫
分
館
で
特
別
陳
列
は「
前
田
家　

武
の
装
い
」

「
前
田
家
の
名
宝
」「
百
工
比
照
」「
加
賀
藩
の
美
術
工

芸
」
の
四
つ
。
国
宝
の《
万
葉
集（
金
沢
万
葉
）》《
土
佐

日
記
》が
公
開
さ
れ
た
ほ
か
、
前
田
利
家
着
用
の
重
要

文
化
財《
金
小
札
白
糸
素
懸
威
胴
丸
具
足
》が
久
々
に

展
示
さ
れ
ま
し
た
。「
21

世
紀
鷹
峯
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

期
間
中
に
は《
百
工
比
照
》
が
二
年
ぶ
り
の
公
開
と
な

り
ま
し
た
。

　

第
２
展
示
室
で
は「
茶
道
美
術
名
品
選
」
で《
青
井

戸
茶
碗　

銘
宝
樹
庵
》《
粉
引
茶
碗　

銘
楚
白
》《
黒
楽

茶
碗　

銘
北
野
》
が
そ
ろ
っ
て
展
示
さ
れ
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
特
別
陳
列「
北
陸
ゆ
か
り
の
画
聖
」
で
は

長
谷
川
等
伯
、
久
隅
守
景
、
岸
駒
、
佐
々
木
泉
景
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

　

工
芸
で
は「
高
橋
介
州
と
加
賀
象
嵌
の
あ
ゆ
み
」、

「
棚
の
美
」が「
21

世
紀
鷹
峯
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
会
期
中
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
加
賀
藩
前
田
家
の
時
代
に
興
り
、

今
日
に
受
け
継
が
れ
現
在
も
な
お
展
開
し
て
い
く
加

賀
象
嵌
の
魅
力
を
高
橋
介
州
と
現
代
の
作
家
の
作
品

に
よ
り
紹
介
し
ま
し
た
。
松
田
権
六《
蓬
萊
之
棚
》、

初
代
池
田
作
美《
遠
州
風
彫
刻
桑
材
飾
棚
》な
ど
多
様

な
様
式
・
技
法
の
棚
も
評
判
で
し
た
。「
東
京
国
立
近

代
美
術
館
工
芸
館
名
品
展
」の
テ
ー
マ
は「
陶
磁
い
ろ

い
ろ
」。
様
々
な
素
材
や
形
、
意
匠
の
や
き
も
の
が
並

び
ま
し
た
。
絵
画
で
は
画
題
を
植
物
一
筋
に
求
め
、
優

れ
た
写
生
画
を
残
し
た「
日
本
画
家　

池
田
瑞
月
」。

夏
に
は
脇
田
和
の
小
特
集
と「
夏
休
み
親
子
で
楽
し

む
美
術
館　

ア
ー
ト
de

ま
ん
ぷ
く
」
を
行
い
ま
し
た
。

二
月
に
は
、
当
館
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
る
写
真

の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
��
川
恍
陽
・
冨
岡
省
三
・
河

野
安
志
の
物
故
作
家
を
取
り
上
げ
た「
写
真
と
幻
想
」

で
、
新
た
な
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

「よみがえった文化財」

「燦めきの日本画」

「森羅万象をまとう」

平成29年度の

展覧会を振り返って
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デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
普
及
し
始
め
て
二
十
年
あ
ま
り
に
な
る
で
し
ょ
う

か
。
当
時
の
カ
メ
ラ
の
性
能
は
、
現
在
に
及
ぶ
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
ま
で
の
フ
ィ
ル
ム
撮
影
の
コ
ス
ト
や
手
間
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
後
戻
り
で

き
な
い
技
術
革
新
で
し
た
。
現
在
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
登
場
に
よ
っ
て
、

誰
も
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
手
軽
に
世
界
へ

と
、
自
作
を
発
信
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
写
真
の
レ
タ
ッ
チ
技
術
も

進
み
、
普
段
目
に
す
る
商
用
写
真
の
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
何
ら
か
の
デ
ジ
タ
ル

加
工
を
施
さ
れ
て
い
る
時
代
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
当
館
で
初
の
試
み
と
な
っ
た
写
真
展
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
用
い
な
い
三
名
の
写
真
家
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
最
も
年
長
の
��

川
恍
陽
氏
は
、
デ
ジ
タ
ル
普
及
前
の
世
代
で
す
が
、
冨
岡
省
三
氏
、
河
野
安

志
氏
ら
は
作
品
に
デ
ジ
タ
ル
を
用
い
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
年

代
と
な
り
ま
す
。
な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
で
な
く
、
フ
ィ
ル
ム
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
。

鬼
籍
に
入
ら
れ
た
お
二
人
に
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
関
係
は
、
量
産
品
と
手
づ
く
り
の

一
品
物
と
の
関
係
、
ま
た
画
集
と
実
物
絵
画
と
の
関
係
に
似
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
芸
術
は
実
物
を
見
て
こ
そ
、
本
当
の
良
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
当
展

に
お
い
て
直
に
鑑
賞
者
の
眼
に
触
れ
る
機
会

を
提
供
で
き
た
こ
と
は
、
美
術
館
と
し
て
大

い
に
意
味
の
有
っ
た
事
だ
と
自
負
す
る
次
第

で
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
三
名
の
作
家
の
ご
親
族
を

は
じ
め
、
北
國
写
真
連
盟
の
皆
さ
ま
か
ら
多

大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
」は
、
前
田
育
徳
会
・
尊
經
閣
文
庫
分
館
の
テ
ー
マ

展
示
の
定
番
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
会
期
が
二
月
二
十
五
日
の
道

真
忌
の
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
重
文《
荏
柄
天
神
縁
起
絵
巻
》の
巻
中

を
す
べ
て
公
開
す
る
こ
と
を
最
大
の
見
所
と
し
ま
し
た
。
同
巻
は
二
十
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
長
巻
で
す
の
で
、
な
か
な
か
こ
の
よ
う
な
展
示
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
描
か
れ
た
場
面
の
短
い
解
説
と
合
わ
せ
て
展
示
を
し
た
こ
と

で
、
分
か
り
や
す
い
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
巻
の
内
容
が
、
菅
原
道
真
が
恩
賜
の
御
衣
を
し
の
び
、
天
拝
山

頂
で
冤
罪
を
訴
え
た
後
に
世
を
去
り
、
や
が
て
亡
霊
と
な
っ
て
延
暦
寺
の
座

主
・
法
性
房
尊
意
を
訪
ね
て
復
讐
の
決
意
を
伝
え
、
雷
神
と
な
っ
て
清
涼
殿

を
襲
撃
す
る
な
ど
、
道
真
の
無
念
や
怒
り
を
如
実
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
時
に
展
示
し
た
重
文《
閑
居
友
》を
は
じ
め
、
収
集
あ
る
い
は
育
成
し

た
成
果
と
し
て
の
美
術
工
芸
の
名
品
が
加
賀
藩
に
集
積
し
た
原
動
力
の
一

端
が
理
解
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
加
賀
藩
主
・
前
田
家
に
と
っ
て
、
文
化
は
江
戸
幕
府
に
対
し
て

戦
略
的
に
主
体
性
を
表
明
す
る
武
器
で
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
先
祖
を
菅
原

道
真
と
定
め
た
前
田
家
に
と
っ
て
は
、
天
神
は
理

想
的
な
精
神
的
支
柱
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
文
化
に
対
す
る
前
田
家
の
姿
勢
の
根

本
は
、
藩
祖
・
前
田
利
家
が
千
利
休
の
生
き
様
か

ら
学
ん
だ
の
で
は
な
い
か
、
と
の
視
点
が
三
ペ
ー

ジ
で
ご
紹
介
し
た
企
画
展「
美
の
力
」で
示
さ
れ
ま

す
。
利
休
へ
の
視
点
か
ら
、
長
谷
川
等
伯
や
俵
屋

宗
達
、
そ
し
て
野
々
村
仁
清
な
ど
日
本
美
術
史
に

銘
記
さ
れ
る
芸
術
家
の
逸
品
の
数
々
が
有
機
的
に

関
連
づ
け
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
作
品
の
交
響
も
、

本
展
の
見
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特別陳列「加賀藩の美術工芸」

特別陳列「写真と幻想」

展覧会回顧

特
別
陳
列　

写
真
と
幻
想

特
別
陳
列　

加
賀
藩
の
美
術
工
芸
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富山再発見の旅 ―富山最古の仏像に会いにいく―

期　
　

日
／
平
成
三
十
年
五
月
二
十
七
日
（
日
）

集
合
時
間
／
午
前
七
時
二
〇
分

発　
　

着
／
金
沢
駅
西
口
団
体
バ
ス
乗
り
場

参
加
代
金
／
友
の
会
会
員　

七
二
〇
〇
円　

　
　
　
　
　
　

会
員
以
外　

七
七
〇
〇
円

募
集
定
員
／
四
十
二
名

◆
見
学
地

【
常
楽
寺
】北
陸
三
十
三
ヶ
所
観
音
霊
場
の
一
つ
で
あ
る
本
寺
に
は
、
平

安
時
代
の
作
と
な
る
、
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
の
聖
観
音
立
像
と

十
一
面
観
音
立
像
が
伝
わ
り
ま
す
。
富
山
県
最
古
の
木
像
と
し
て
信

仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

【
日
石
寺
】
古
代
よ
り
霊
山
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
立
山
の
周
辺
に

は
、
修
験
道
に
関
わ
る
寺
社
や
史
跡
が
多
く
あ
り
ま
す
。
本
寺
も
そ
の

一
つ
で
、
通
称「
大
岩
不
動
」
と
呼
ば
れ
る
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
不

動
明
王
と
そ
の
眷
属
た
ち
の
摩
崖
仏
で
有
名
で
す
。

【
朝
日
町
立
ふ
る
さ
と
美
術
館
】朝
日
町
は
、
古
く
か
ら
北
陸
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
本
館
は
そ
の
町
の
文
化
の
拠
点
と

し
て
、
平
成
三
年
に
開
館
。
今
回
は
近
現
代
の
木
彫
の
展
覧
会
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
。

【
富
山
県
美
術
館
】
富
山
県
立
近
代
美
術
館
か
ら
名
称
を
改
め
、

二
〇
一
七
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
本
館
。
近
現
代
美
術
の

豊
富
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
立
山
連
峰
の
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
を

お
た
の
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
下
記
の
事
項
を
記
入
し
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

①
往
信
は
が
き
の
裏
面
に「
美
術
館
バ
ス
ツ
ア
ー
希
望
」
と
明
記
し
、
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
会
員
番
号（
あ
る
方
の
み
）を
お
書
き
く
だ

さ
い
。

②
返
信
は
が
き
の
表
面
に
は
返
信
先
を
は
っ
き
り
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

消
え
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
返
信
は
が
き
の
裏
面
に
は
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
先

〒
九
二
〇
－
〇
九
六
三　

金
沢
市
出
羽
町
二
－
一

石
川
県
立
美
術
館
バ
ス
ツ
ア
ー
係

応
募
締
切
／
四
月
二
十
日
（
金
）
必
着

※
応
募
者
一
名
に
つ
き
、
往
復
は
が
き
一
通
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

ペ
ア
で
お
申
し
込
み
の
方
は
、
お
一
人
ず
つ
は
が
き
を
投
函
し
、
そ
の
上
で

　

「
○
○
さ
ん
と
ペ
ア
申
込
」
と
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

※
急
な
階
段
や
歩
き
に
く
い
道
が
行
程
に
含
ま
れ
ま
す
。

※
昼
食
は
、
ほ
た
る
い
か
尽
く
し
に
な
り
ま
す
。
代
替
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

４
月
の
行
事
予
定

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

午
後
1
時
30
分
～　

美
術
館
ホ
ー
ル　

入
場
無
料

22
日
（
日
）

石
川
の
文
化
財
～
彫
刻
・
書
画
・
典
籍
編
～

 

《
文
化
財
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》
21
分

石
川
の
文
化
財
～
工
芸
品
・
工
芸
技
術
編
～

 

《
文
化
財
・
今
に
伝
わ
る
技
術
》
21
分

■
講
演
会 

午
後
1
時
30
分
～　

美
術
館
ホ
ー
ル　

申
込
不
要
・
聴
講
無
料

29
日
（
日
）

前
田
家
と
茶
の
湯

 

講
師 

熊
倉
功
夫
氏　

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
館
長

平成30年度　友の会第16回バスツアー

参加者募集

常楽寺観音堂



BIJUTSUKAN DAYORI  No .414 8

石川県立美術館だより
第414号〈毎月発行〉

2018年4月1日発行
〒920-0963
金沢市出羽町2番1号
Tel:076（231）7580
Fax:076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

ご利用案内

コレクション展観覧料
一　般　360円（290円）

大学生　290円（230円）

高校生以下　無料
※（　　）内は団体料金

毎月第1月曜日はコレクション 

展示室無料の日（4月は2日）

今月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

4月の休館日は

16日（月）～19日（木）

石川県立美術館開館35周年・金沢美術倶楽部創立100周年記念特別展　美の力

会期：平成30年4月21日（土）～5月20日（日）

企画展Topics

《狗子図》（部分）　俵屋宗達筆

重文《色絵鱗波文茶碗》　野々村仁清作

北村美術館蔵

重文《曜変天目茶碗》 MIHO MUSEUM蔵

《書状　菊月二十二日付　伊勢侍従宛》　千利休書

大阪城天守閣蔵

重文《 山水図襖》　長谷川等伯筆　圓徳院蔵

《黒楽茶碗　銘 万代屋黒》 　長次郎作

樂美術館蔵

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第２展示室

平成30年４月20日（金）

 　　　　　　～５月20日（日） 名物裂と茶道美術
―藩主の茶の湯問答―

茶道美術名品選Ⅱ

次回の展覧会

第３・６展示室 第４展示室 第５展示室 １Ｆ企画展示室

新収蔵品展

優品展

静謐なる世界
―日本画家 仁志出龍司―

草花を詠う
ー友禅 水野博ー

美の力
4月21日（土）

　〜5月20日（日）


